
３
月
10
日
は
、
「
東
京
大
空

襲
」
が
お
こ
っ
た
日
で
す
。

１
９
４
５
年
３
月
10
日
未
明
、

米
軍
の
Ｂ
29
戦
略
爆
撃
機
３
０

０
余
機
が
東
京
を
無
差
別
爆
撃

し
、
１
０
万
人
以
上
の
人
々
の

命
を
奪
い
、
１
０
０
万
人
以
上

の
人
々
を
罹
災
さ
せ
ま
し
た
。

東
京
都
は
１
９
９
０
年
７
月

20
日
、
「
人
々
の
相
互
理
解
に

立
脚
し
た
国
際
秩
序
の
形
成
と

恒
久
平
和
の
実
現
に
貢
献
す
る

責
務
を
深
く
認
識
し
、
戦
争
の

惨
禍
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
誓
」
う
と
し
て
、
３
月
10

日
を
東
京
都
平
和
の
日
と
す
る

条
例
を
公
布
・
施
行
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
日
に
、
東
京
都
は

記
念
式
典
を
都
庁
内
で
開
催
し
、

１
０
万
５
４
０
０
体
の
御
遺
骨

が
納
め
ら
れ
て
い
る
都
立
横
網

町
公
園
内
の
東
京
都
慰
霊
堂
で

は
法
要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
京
都
平
和
祈
念
館
（
仮

称
）
」
建
設
を
す
す
め
る
会
は
、

祈
念
館
建
設
を
求
め
る
署
名
用

紙
と
「
東
京
都
平
和
の
日
」
ビ

ラ
を
参
拝
者
に
毎
年
配
布
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ

り
、
参
拝
者
は
少
な
か
っ
た
で

す
が
、
約
４
０
０
枚
を
配
布
し

ま
し
た
。

記
・
岸
本
正
人
・
事
務
局
長

石
村
和
弘
・
代
表
理
事

私
は
１
９
４
６
年
10
月
生
ま

れ
、
姉
は
１
９
４
５
年
11
月
生

ま
れ
で
す
。
母
は
小
学
校
に
入

る
前
の
私
に
、
１
９
４
５
年
３

月
10
日
の
、
荒
川
区
町
屋
に
あ

る
尾
竹
橋
で
の
空
襲
の
体
験
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
の
都
電
・
荒
川
線
の
町
屋

駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
住
ん
で
い
た

母
は
、
焼
夷
弾
が
降
り
注
ぐ
中
、

隅
田
川
に
架
か
る
尾
竹
橋
ま
で

逃
げ
て
き
た
と
こ
ろ
、
猛
火
に

追
い
詰
め
ら
れ
火
だ
る
ま
に
な
っ

て
川
に
落
ち
た
人
を
た
く
さ
ん

見
た
そ
う
で
す
。
「
自
分
も
死

ん
で
も
い
い
と
思
っ
た
が
、
お

腹
に
子
ど
も
が
い
る
の
で
死
ぬ

わ
け
に
い
か
な
い
と
逃
げ
歩
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
黙
々
と
ミ
シ
ン
仕
事

を
し
て
夜
遅
く
ま
で
働
き
、
言

葉
少
な
い
母
で
し
た
が
、
空
襲

の
話
を
私
に
よ
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
３
月
15
日
、
今
年
最
初
の

「
沖
縄
連
帯
15
日
行
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

有
楽
町
マ
リ
オ
ン
前
で
の
行

動
に
は
、
日
本
平
和
委
員
会
、

東
京
平
和
委
員
会
、
基
地
の
な

い
平
和
な
沖
縄
を
め
ざ
す
会
、

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、
安
保
破
棄

実
行
委
な
ど
か
ら
16
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

東
京
平
和
委
員
会
は
、
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
周
り
を
超
低
空
飛

行
す
る
米
軍
ヘ
リ
の
大
型
写
真

パ
ネ
ル
を
掲
げ
な
が
ら
訴
え
ま

し
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
大
熊
啓
さ
ん
は
「
確
定
申
告

し
て
、
こ
の
１
年
の
収
入
の
少

な
さ
を
実
感
し
た
。
汗
水
流
し

て
預
け
た
税
金
が
基
地
建
設
や

軍
拡
に
使
わ
れ
る
な
ん
て
許
せ

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

高
校
生
や
、
東
京
大
空
襲
で

一
命
を
と
り
と
め
た
被
災
者
な

ど
11
人
が
署
名
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

大
空
襲
被
災
者
は
「
町
内
で

生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と
母
の

２
人
だ
け
だ
っ
た
。
み
ん
な
忘

れ
て
い
る
け
れ
ど
、
戦
争
は
決

し
て
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
語

り
、
３
０
０
円
の
募
金
も
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

記
・
平
田

誓
・
常
任
理
事

《
わ
が
町
を
戦
争
の
拠
点
に
す

る
な
》
《
平
和
の
拠
点
に
》

米
軍
ヘ
リ
の
都
心
で
の
無
法

な
低
空
飛
行
の
中
止
を
防
衛
・

外
務
省
に
要
請
し
ま
し
た
。

２
月
24
日
付
け
「
毎
日
新
聞
」

が
、
都
心
を
低
空
飛
行
す
る
米

軍
ヘ
リ
の
実
態
を
ス
ク
ー
プ
報

道
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
を
元
に
３
月
４
日
、

日
本
平
和
委
員
会
が
呼
び
か
け
、

米
軍
の
低
空
飛
行
問
題
で
、
防

衛
省
と
外
務
省
へ
の
要
請
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で
行

わ
れ
た
要
請
に
は
、
千
坂
日
本

平
和
委
員
会
事
務
局
長
、
岸
本

都
平
事
務
局
長
、
板
倉
麻
布
ヘ

リ
基
地
撤
去(

実)

事
務
局
長
が

参
加
し
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
全
国
各
地
か
ら
20
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
に

関
す
る
日
米
合
同
委
員
会
合
意

で
は
、
米
軍
機
は
日
本
の
航
空

法
の
規
定
の
最
低
高
度
基
準
を

用
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
板
倉

さ
ん
は
、
「
米
軍
ヘ
リ
が
好
き

勝
手
に
飛
ん
で
い
る
。
米
軍
が

低
空
飛
行
を
や
め
な
い
の
は
、

日
本
政
府
が
弱
腰
だ
か
ら
だ
」

と
政
府
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判

し
、
千
坂
日
本
平
和
委
員
会
事

務
局
長
は
、
毎
日
新
聞
の
記
事

を
示
し
、
「
高
層
ビ
ル
よ
り
低

く
飛
行
し
て
お
り
、
合
意
違
反

は
明
ら
か
。
そ
れ
は
認
め
る
か
」

と
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
防
衛
省
の
担

当
者
は
「
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控

え
た
い
」
と
、
合
意
違
反
を
認
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「
東
京
都
平
和
の
日
」
行
動

東
京
都
慰
霊
堂
前
に
て

長
谷
川
邦
夫
・
代
表
理
事

母
が
見
た
町
屋
・
尾
竹
橋
の
惨
状

沖
縄
連
帯
15
日
行
動

米
軍
ヘ
リ
の
無
法
な
低
空
飛
行
に
抗
議



め
ま
せ
ん
で
し
た
。
別
の
担
当

者
は
事
実
関
係
を
調
査
中
と
し

な
が
ら
も
「
も
し
誤
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
米
軍
に
申
し
入
れ
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
調
査
結
果
が
出
る
ま
で
、

米
軍
に
飛
行
停
止
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
」
と
岸
本
都

平
事
務
局
長
が
尋
ね
る
と
、

「
政
府
と
し
て
は
、
日
米
安
保

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
は
求

め
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

千
坂
日
平
事
務
局
長
は
、
低

空
飛
行
の
中
止
を
米
側
に
申
し

入
れ
る
よ
う
政
府
に
強
く
求
め

ま
し
た
。
（
写
真
は
毎
日
新
聞

のY
o
u
T
u
b
e

よ
り
）
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
ビ

キ
ニ
・
フ
ク
シ
マ
を
結
ぶ
「
非

核
の
火
」
が
、
東
京
日
光
東
照

宮
か
ら
福
島
県
楢
葉
町
宝
鏡
寺

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
10
年
の
３
月
11

日
、
宝
鏡
寺
境
内
に
「
非
核
の

火
」
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
火
は
、
広
島
の
惨
禍
を

生
き
抜
い
た
山
本
達
雄
さ
ん

（
故
人
）
が
、
広
島
か
ら
持
ち

帰
っ
た
「
原
爆
の
火
」
を
故
郷

の
福
岡
県
で
灯
し
続
け
て
こ
ら

れ
た
も
の
で
、
１
９
８
８
年
、

長
崎
の
原
爆
瓦
か
ら
採
っ
た
火

と
合
わ
せ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

第
３
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
２
年
後
、
東
京
・
上
野

東
照
宮
境
内
に
「
広
島
・
長
崎

の
火
」
と
し
て
灯
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
30
年
間
「
核
兵
器
を

な
く
し
恒
久
平
和
を
願
う
火
」

と
し
て
灯
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
運
動
の
継
承
が
困

難
と
な
る
中
、
「
火
」
は
宝
鏡

寺
住
職
の
早
川
篤
雄
さ
ん
の
熱

い
思
い
で
宝
鏡
寺
境
内
に
移
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
早
川
住
職
は
「
国
と

東
京
電
力
は
安
全
神
話
と
札
束

で
住
民
を
40
年
だ
ま
し
続
け
、

平
和
な
暮
ら
し
と
地
域
が
奪
わ

れ
た
。
人
類
の
幸
福
と
進
歩
は

平
和
な
く
し
て
は
不
可
能
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

「
非
核
の
火
」
の
隣
に
は

「
原
発
悔
恨
・
伝
言
の
碑
」
が

立
て
ら
れ
、
設
置
者
の
安
斎
育

郎
さ
ん
（
立
命
館
大
名
誉
教
授
）

は
「
こ
の
福
島
か
ら
原
発
事
故

の
教
訓
な
ど
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

こ
の
「
火
」
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
・
ビ
キ
ニ
・
フ
ク
シ

マ
を
結
ぶ
非
核
の
火
」
と
し
て

守
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

福
島
県
平
和
委
員
会
石
堂
祐

子
事
務
局
長
は
、
全
国
の
平
和

委
員
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
「
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
是
非
宝
鏡

寺
に
お
出
で
下
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

記
・
石
村
和
弘
・
東
京
原
水
協

事
務
局
長

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
「
日
米

地
位
協
定
と
大
軍
拡
・
思
い

や
り
予
算
」

４
月
14
日
（
水
）
13
時
30
分

～
15
時
30
分

講
師

吉
田
敏
浩
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）
「
日
米
地
位
協
定

を
め
ぐ
る
動
向
と
抜
本
改
定

へ
の
課
題
」

小
泉
親
司
さ
ん
（
安
保
中
央

常
任
幹
事
）
「
国
民
の
く
ら

し
と
大
軍
拡
・
『
思
い
や
り

予
算
』
」

＊
参
加
申
し
込
み
は
、
安
保

破
棄
中
央
実
行
委
員
会

an
po
h
a
i
k
i
@
n
i
f
t
y
.
c
o
m

◇
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
遺
骨
が
含

ま
れ
た
土
砂
を
辺
野
古
埋
め

立
て
に
使
わ
せ
な
い
院
内
集

会４
月
21
日(

水)

防
衛
省
交

渉
・
集
会

14
時
00
分
～
17

時
00
分

主
催
：
総
が
か
り
・
国
会
包

囲
実
行
委

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
全
国
交
流
会

日
本
は
植
民
地
な
の
か
？

米
軍
機
の
低
空
飛
行
中
止
を

求
め
る

４
月
24
日
（
土
）
15
時
30
分

～
17
時
30
分

特
別
報
告

★
取
材
で
浮
か
び
上
が
っ
た

都
心
で
の
米
軍
機
飛
行
の
実

態
と
は
？

毎
日
新
聞
記
者
：

加
藤
隆
寛
さ
ん
（
『
特
権
を

問
う
』
取
材
班
メ
ン
バ
ー
）

★
低
空
飛
行
と
日
本
政
府
の

姿
勢
、
日
米
地
位
協
定
の
問

題
点

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
：

吉
田
敏
浩
さ
ん
（
『
横
田
空

域
』
な
ど
著
書
多
数
）

◎
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
！

ミ
ー
テ
ィ
ン
グI

D
:

98
3
4
3
4
2
0
1
4
2

パ
ス
コ
ー
ド:

9
2
2
0
3
5

川
田
正
美
（
文
京
平
和
委
員

会
理
事
長
・
都
平
常
任
理
事
）

１
９
４
４
年
生

強
烈
な
体
験
が
自
分
の
原
点

終
戦
直
前
に
生
ま
れ
た
自
分

に
と
っ
て
、
戦
争
と
平
和
に
関

心
を
持
っ
た
原
点
は
次
の
二
つ

か
と
思
う
。

一
つ
は
、
小
学
校
で
見
た
映

画
「
ひ
ろ
し
ま
」(

１
９
５
３

年
製
作
〕
。
こ
れ
は
被
爆
の
光

景
が
あ
ま
り
に
残
酷
だ
と
の
理

由
で
、
岡
田
英
次
、
月
丘
夢
路

ら
の
ス
タ
ー
出
演
に
も
か
か
わ

ら
ず
一
般
興
行
が
見
送
ら
れ
た

由
で
、
そ
の
惨
状
の
リ
ア
ル
さ

は
年
少
者
に
は
衝
撃
で
あ
っ
た
。

午
前
中
に
上
映
さ
れ
た
の
で
、

み
な
昼
食
が
ノ
ド
を
通
ら
な
か
っ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
日
教
組
プ
ロ

が
総
力
を
あ
げ
、
広
島
市
民
も

エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加
し
た
国
民

的
作
品
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
同
じ
こ
ろ
上

野
で
見
た
光
景
で
あ
る
。
学
校

の
休
み
に
親
子
で
汽
車
に
乗
り

都
会
へ
行
く
の
は
無
上
の
楽
し

み
だ
っ
た
。
だ
が
到
着
し
て
目

に
し
た
の
は
、
西
郷
さ
ん
の
銅

像
の
周
り
に
た
む
ろ
す
る
、
髪

は
ボ
サ
ボ
サ
目
ば
か
り
ギ
ラ
ギ

ラ
し
た
浮
浪
者
の
群
れ
。
そ
こ

に
投
げ
ら
れ
た
食
べ
物
を
獲
よ

う
と
つ
か
み
あ
い
と
な
り
、
辺

り
も
う
も
う
と
舞
い
上
が
る
砂

ぼ
こ
り
。
こ
わ
く
て
親
に
し
が

み
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
街
角

に
は
、
白
装
束
に
黒
メ
ガ
ネ
の

傷
痍
軍
人
が
立
ち
、
彼
ら
が
奏

で
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
か
ら
流

れ
る
物
悲
し
い
旋
律
が
い
つ
ま

で
も
耳
に
焼
き
付
い
た
。

そ
れ
ら
戦
争
の
残
し
た
爪
痕

は
、
柔
ら
か
い
身
心
に
食
い
込

ん
で
き
て
い
た
。
い
ま
の
政
治

家
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
と
い
う
が
、
ナ
マ
の

体
験
を
知
ら
ぬ
こ
と
は
こ
わ
い
。

ア
ベ
〔
シ
ン
ゾ
ウ
〕
先
生
や

〔
稲
田
〕
朋
美
ち
ゃ
ん
は
「
ひ

ろ
し
ま
」
の
映
像
を
見
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

＊
ユ
ニ
オ
ン
出
版
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
関
誌
『
Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ
』
掲

載
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ
ー
一
代

記
」
①
２
０
１
６
年
か
ら
転
載
。

◇
行
動
記
事
の
ほ
か
に
、
今
回

は
「
会
員
の
横
顔
」
を
紹
介
し

ま
し
た
。

旧
ソ
連
の
作
家
。
イ
リ
ヤ
＝

エ
レ
ン
ブ
ル
グ
（
１
８
９
１
～

１
９
６
７
年
）
は
「
平
和
の
た

め
の
運
動
は
、
波
立
つ
心
の
深

み
に
始
ま
り
…
」
と
う
た
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
、
平
和
の
た

め
の
行
動
の
一
歩
を
編
集
部
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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非
核
の
火

福
島
に
灯
る

４
月
の
催
し
予
定

会
員
の
横
顔

「
非
核
の
火
」
点
火
式

編
集
後
記


